
紙芝居による要援護者とのリスク
コミュニケーション

NPO法人防災白熱アカデミィ

チャレンジ事務局意見
• 上演先の開拓法は？その後の対策は？

• 紙芝居に多彩な内容必要

• 合理的・科学的研究である

• 高齢者とのリスクコミュニケーションのむつかしさ。（若い時の経験、頑固、体力がな
い自覚）

• 問題提起と具体化必要

• 一日前プロジェクトとは？高齢者の体験

• 具体的な実践計画必要

• なぜ東日本を紙芝居にするのか？高齢者・支援者が必要となる資料とは何か？プ
ランの検証・評価・適用が必要、あたらしいプランを提案せよ。

• 紙芝居も良いが、体験された人との対話がよい



防災教育の手法

• 座学 (講義、講演､セミナー、研修、PPT・DVD、など)

• 現場・机上訓練 （教育機関、行政組織、会社組織、地域、コミュニティ、

記念館見学、行事参加、現場訪問、など）

• 演劇・芸能 （舞台、落語、漫才、腹話術、紙芝居、など）

• ITの応用（ ネット、GPS, GIS, など）

• ゲーム（かるた、トランプ、クイズ、漫画、防災おもちゃ、など）

紙芝居とコミュニケーション

• 紙芝居では、演じ手（一人）と観客（複数）とが向き合い、実演
を通して直接交流することにより盛り上がる。演じ手は観客の
反応を見ながら、絵の引き抜き方、声色、台詞回しなど演じ方
を自在に変える事もできる。この双方向性と一体感は、テレビ
などの一方通行のメディアでは得られない紙芝居の特質



リスクのメッセージ

リスクとランク

J. Petts: Risk communication and 
environmental risk assessment, 
1994



リスクメッセージの評価

東日本地震障害者津波死者率
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災害弱者を家庭・地域・防災組織でいかに守るか？
～高齢者・弱者の自助と協助～

津波2mで障害者の死者率は高い



要援護者・家族・コミュニティとの防災リスク対話
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高齢者と防災

• 災害弱者としての高齢者の自助・協助・公助
のあり方を考える

• 小中学生への防災教育との違い。多くの経
験を経てきている高齢者

• ローテク（紙芝居）による納得、対話の防災自
覚を目指す

• 東日本地震から学ぶ,神戸地震との相違



ストリーからヒヤリハットシーンを探す。

平成２３年3月11日

神戸市危機管理室



皆さんは、神戸の大地震を体験されましたが、津波は経験ないでしょう？

私は当時、和歌山に住んでいて、昭和南海地震を体験しました。





テレビから流れる緊急地震速報を音を始めて聞きました。

紙芝居に出てきた “お・は・し・も” って何だったでしょう？



長洞仮設語り部会

長洞仮設語り部会

同じ地震の被災者の皆さんに、話を聞いていただいただけで勇気が湧いてきました。

家族・親せきが力を合わせて、皆が一緒に住める家を再建しました。



神戸語り部会



Ｐ．１
防災クイズの問題と回答（○、×）

•
• １、参加部門（ ） 下記の番号を記入して下さい。
• １、小学生の部 ２、成人の部（中学以上）３、シニア（６５以上）

• ２、ご氏名（ 、 歳）

問
題

防 災 ク イ ズ 回答

１
テレビで「緊急地震速報」が！まず身を守るためとっさに机の下に隠れました。 ○でしょ
うか？×でしょうか？

２
家にいて大地震が起きました。まだ揺れはおさまっていませんが、最初にガスの元栓を締めに
行きました。 ○でしょうか？ ×でしょうか？

３

子供だけでお家にいるとき大きな地震。お父さんもお母さんにも連絡がとれないので、急いで避
難所に行った。 ○でしょうか？×でしょうか？

４
外にいる時に地震が起きました。ガソリンスタンドの近くにいたので、
あわてて走って逃げました。 ○でしょうか？×でしょうか？

５
スーパーマーケットにいる時に大地震がきたので、買い物かごをかぶってうずくまりました。
○でしょうか？ ×でしょうか？

問題０１～０５
採点１ （ ）問正解 /５問中

防災クイズの問題と解答

• 第1問；テレビで「緊急地震速報」が！まず身を守るためとっさに机の下
に隠れました。

• ○でしょうか？×でしょうか？ ○ 震度６－７クラスでは、全く何もできま
せん、中越地震のときどうでしたか、下手に動いてケガをしないように、
机の下などに身を隠して、揺れの収まるまで待ちましょう。家族を置いて
自分だけで飛び出すのはやめましょう、家族が非難します

• 第２問；家にいて大地震が起きました。まだ揺れはおさまっていませんが、
最初にガスの元栓を締めに行きました。 ○でしょうか？×でしょう
か？ ×

• ①ガスの元栓を締める ② ドアや窓を開けるなどは、 震度６－７クラ
スでは、全く何もできません、まず机の下などに身を隠して、揺れの収ま
るまで待ちましょう。

• 第３問；子供だけでお家にいるとき大きな地震。お父さんもお母さんにも
連絡がとれないので、急いで避難所に行った。 ○でしょうか？ ×で
しょうか？ × お父さんやお母さんがいないときも慌てずに、近所の大
人の言う通りにしよう。まずは安全な場所に移動して

• からお父さんとお母さんに連絡しよう。



サイエンスカフェ 明石町内会 サイエンスカフェ
山梨生涯学習センター

サイエンスカフェ・北京科学技術大学2014.9.12

庄屋さんは、地震の後に大きな津波が来るということが何故分かったのですか？



サイエンスカフェ・北京科学技術大学2.14.9.12

紙芝居作成のための被災幼稚園ヒヤリング
ヒヤリング内容 Ｓ幼稚園 Ｔ幼稚園

園舎などの被害状況
・30㎝浸水、周辺道路は1ｍ 浸水、園庭は周辺より高くしてあ
る。事務室は10㎝浸水

・園舎の床上10㎝浸水

園児の安全確保，引き渡し，
安否確認

・14：00に園終了（地震は14：46）、送迎バスで帰宅中。
・預かり児童20名は、5名の先生と園庭で避難。
・近くの中学校屋上へ避難（15分、通常なら5分）、地域住民も
同所に避難してきた。
・理事長自宅は壊滅。
・降雪で教室内に入れてもらった。
・親に引き渡しできず中学で泊ったのは5～6名。
・中学の生徒は園児の世話をした。

・14時終了で大半の園児が帰宅。
・20人近くが、5名の職員と園内にいた。地震後園庭に
避難。
・情報がなかった。地域のスピーカーも聞こえなかった。
・15分ほどの小学校へ避難。水に濡れずに避難できた。
・園長は園にとどまった。その後、消防の指示で避難。膝上ま
で浸水して小学校まで行けずにマンションに避難。
・4人がその夜も小学校。

避難訓練・避難マニュアル

・日頃から中学校への避難は訓練していたが、訓練について中
学校との連携はない。親にも説明していた。
・マニュアルの見直しを行っている。親に引き渡すのを第１優先
に考えていたが、親と子がてんでんこに避難するのが良いと考
えている。
・避難のバリエーションを考慮している（徒歩、送迎バスなど）

・園外への避難を検討、歩行困難な園児もいる
・保護者の避難には園は関与しない・
・震災後、お迎え訓練 をした。
・仙台市の総合訓練にも参加している。

幼稚園の再開

・相当数の園児が自宅を失った。生徒数は減った。当時の園児
はいない。
・4月12日に入園式。50名予定が20名に。

・4月10日に入園式。4月25日頃に園児迎えができた。
ＮＴＴ，電力会社に再開の交渉に東奔西走した。

その他

・園児の母親が食替えに来る途中で亡くなった。
・帰宅後に亡くなった園児がいる。
・誰も待たず、後戻りせずに避難することが大事。
・数百年後にもこのことを伝えたい。

・災害に対する緊張感が大事。
・震災後はラジオを活用することになった。情報を待つのでは
なく、自ら避難行動するように指示している。



教訓

・子供はテレビを見るなど様子はよく知っている。これからどんなことが起こるのか子供は
よくわからない。

・園に来れば、子供は先生を絶対に信頼している。恐怖で混乱するということはない。先生が自信を持って行動することが大事。

・園では津波の話はしない。

・園内避難だけの訓練ではだめである。歩けない子供もいる。年長児はわかる。年少児の手を
引いて避難。 地域での訓練が大事。仙台市の協力。積極的に地域訓練に参加する。

・地域で温度差がある

・大丈夫だろうというのがいけない。さわぎたてるのもよくない。子供たちはよくわからない。

・教師が常に緊張して構えるのが大事。１～２年経つと忘れる

・地震津波は必ずある。ビクビクしていてはいけない。

・ラジオは直ちに付けること。地域拡声器の充実が必要。

・自分から逃げる体制を作ること。

・園と家庭の連携が大事。迎え訓練が必要。働いている母親もいる。

・幼稚園に、避難に際して張り紙をしたのが良かった

・子供を安全な場所へ。家族が巻き込まれるのは園は関与しない。親の避難は親に任す。

・子供が家庭に戻って犠牲になったケースも多々ある。

・父兄は園のやり方に賛同している。事前に避難訓練していたしたのがよかった。犠牲者がいない。

・開演後に子供たちの変化は見られない。

地震・津波の時間差複合災害と対応プロセス

避難
行動

震災関連死は減らない？



まとめ

• 要援護者（高齢者、園児）との地震防災に関わるリスクコミュニケーション
の手段として、紙芝居を利用している。

• 紙芝居は双方向コミュニケーションとして利用しやすい。ローテクは要援
護者に受け入れやすい。

• 紙芝居聞き手の震災体験披露は、他の聞き手に多くの影響を与える。

• 新たに知った防災知見の、反覆・復唱は身につきやすい。

• 話し手と聞き手が、同様な経験を経た場合はコミュニケーションが取りや
すい。

• 一般的な防災知見は置かれた状況によって正しくない場合がある。なぜ、
どうして、という対話が大切である。

• 紙芝居製作のため東日本地震での園児の体験のヒヤリングを行い、リス
クを探す。


